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1．ESDを進めるにあたって

現在，持続可能な開発のための教育(EducationforSustainableDevelopment:ESD)が求

められている。その背景には，技術開発による影響がある。技術とは，生産・創造・発明を実現す

る活動と，それに関わる素材・材料や方法・操作の知識体系であり，人間の要求と欲求の充足を目

的とするものl)と言われており，人間は豊かな生活や産業の発展を目指し，様々な製品開発を行っ

ていった。しかし，技術は自然に影響を与えるため，自然環境の悪化やエネルギー資源の減少など

の副次的効果が問題となっている。有限な自然環境やエネルギー資源は後世を生きる人々にとって

も重要なものであるが，それらを保護するために，現在の生活を大きく変更することはできない。

ESDは「将来の世代のニーズを満たす能力を損なうことなく，現在の世代のニーズを満たすよう

な社会づくり」を目指したものであるため，現在必要とされている教育であり，技術・家庭科と密

接に関わるものであると考えている。

中学校技術．家庭科（技術分野）は，「A材料と加工に関する技術｣，「Bエネルギー変換に関す

る技術｣，「C生物育成に関する技術｣，「D情報に関する技術｣の4つの内容から構成されている2)が，

特に「A材料と加工に関する技術」に関して，中学校学習指導要領解説技術・家庭科編には「持続

可能な社会の構築の観点から計画的な森林資源の育成と利用等の技術の必要性に気付かせるなど，

省資源に貢献している技術に関心を持たせることも考えられる｡」3)という記述があり，技術分野

におけるESDの推進が望まれている。さらに,ESDの視点に立った学習指導の目標として，国

立教育政策研究所は「持続可能な社会づくりに関わる課題を見いだし，それを解決するために必要

な能力や態度を身に付けること」4)を示しており，問題解決学習の過程で，持続可能な社会の形成

者としてふさわしい能力・態度を育成することが求められている。

技術.家庭科の育成すべき思考力･判断力･表現力である「生活を工夫し創造する能力」とは,「も

のづくりに関わる問題を技術的視点で認定し，課題化して，一定の制約条件のもとで最適化を図り

つつ解決する能力」5)であると言われており，制約条件の中で最適解を導く力の育成が求められて

いる。この最適解を導き出す過程が問題解決であり，前述したように,この過程を通して持続可能

な社会の形成者としてふさわしい能力．態度を養うことが求められている。そのため，技術・家庭

科の育成すべき思考力・判断力・表現力である，「生活を工夫し創造する能力」を育成することが

ESDにつながると考えられる。

問題解決学習と思考力・判断力・表現力の育成は密接な関係にあり，問題解決過程を通して思考

力が育成され6),｢A材料と加工に関する技術」の問題解決場面として，ものづくりの設計プロセ

スが知られている7)。そこで本研究では，「A材料と加工に関する技術」の設計の授業実践を通し

て思考力．判断力．表現力を育成することが，どの程度ESDの視点に立った学習指導で重視する

能力．態度の育成につながったのかを検証することとした。

今年度はさらに「教科間のつながりを目指したカリキュラム開発を通して」をサブテーマに研究

を行った。先行研究や校内研究会より，「教科内容のつながり」のうち，特に教科における知識の

共有を行うことで生徒の思考がより深まるのではないかと考えた。そこで，本研究では教科として

の問題解決場面やその方法はそのままに，思考・判断の材料となる知識に関して，他教科の知識を
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実生活・実社会ともつながっていることに気付き，それらについて関心や認識をもつこと，さらには

それらを相互に関連付けて見たり考えたりすることが大切です｡」13)と述べている。ここで取り上げら

れている教材の「事象・現象」はその教材の知識であり，「題材，課題」は問題解決のテーマにあたる

と考えられる。また，渡邊14)はESDの視点の明確化として,ESDと学力の3要素を照らし合わせ，

技術分野の評価の観点との関係を整理している（表2)。思考力・判断力・表現力は，知識・技能を活

用して課題を解決するために必要な力であるため，問題解決的な授業実践を行うには，その問題を解

決するための知識・技能を事前に習得しておく必要がある。その知識・技能が技術分野だけではなく，

理科や社会科なども含まれることでより深い学びにつながると考えた。さらに，環境省は持続可能な

社会づくりの構成概念に関して，「様々な課題について，各課題の構造や，その解決に向けた行動が備

えるべき要素を正しく理解し，その解決策を見出すことが必要です｡」【5)と述べていることより，教科

の｢つながり」として,知識(持続可能な社会づくりの構成概念)を共有することが重要であると考えた。

昨年度の研究より，設計の学習を通してESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度の育

成が行われていることを確認しているが，課題として「どの教科のどの内容が設計の思考場面の知識

材料になるかをあらかじめ教師側が把握し，思考場面で他教科の専門的な知識を踏まえた設計を行う

ことができる状態をつくること」」6)を挙げている。そこで本研究では，事前に教員同士で学習内容の

共有を行い，理科や英語科などと「つながり」授業実践を行った。中学校学習指導要領解説技術・家

庭科編には材料の特徴とそれを生かした利用方法に関して「かたさ・強度・比重などの測定や，熱・

電気・光・音・水などに対する実験や観察からその特徴に気付かせるなど，科学的な根拠に基づいた

指導となるよう配慮する」17)とあるため，科学的な見方や考え方を養うことを目標としている理科と

の「つながり」は特に重要であると考えられる。以上のことより本研究では，設計の事前学習として，

材料選択の学習に関しては理科と,3Rを踏まえた循環型社会の学習に関しては英語科などと「つな

がり｣，知識（持続可能な社会づくりの構成概念）の共有を行い，授業実践を行った。

表2.ESDに視点の薬理

ESDの視点 学力の3要素 技術・家庭科に観点

持続可能な社会づくりの構成概念 知識・理解 ｢知識・理解」「技能」

重視する能力・態度「～できる力」 思考力・判断力・表現力等 ｢工夫し創造する能力」

重視する能力・態度「～する態度」 態度（主体的に学習に取り組む態度） ｢関心。意欲・態度」

S.成果と課題

本研究は，「A材料と加工に関する技術」の設計の授業実践を通して，思考力・判断力・表現力

を育成することが,どの程度ESDの視点に立った学習指導で重視する能力･態度の育成につながっ

たのかを検証することを目的としている。授業実践の成果と課題を得るために，意識調査票を作成

し，意識調査より得られたデータを基に分析を行った。

（1）意識調査票の作成

ESDに関する授業実践の成果を検証するため，設計に関する授業実践後に意識調査を行った。

生徒には，調査結果は成績には関係ないことを伝え,15分程度で回答を求めた。調査対象は，設

計に関する授業を受けた1年生159名である。質問項目は，授業で配布したワークシートに書かれ

ている生徒の感想文を参考に抽出した。有効回答数は149名，無効回答数は10名，有効回答率は
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94％であった。調査は4件法の回答で求め，集計では肯定的な回答から4点，3点，2点，1点と得

点化した。本調査の項目に関して信頼性を検討した結果,Cronbachのα係数は0.89となり，調査

票の信頼性を確認した。調査票の信頼性については，この後検討する因子分析においても，項目の

精選が行われ，その都度算出することとした。

信頼性の確認された,23項目について主因子法,Promax回転による因子分析を行った。計算には，

エクセル統計2012を用いた。また，因子分析の方法は，50％前後の因子寄与率を基準とし，固有

値が0．4以上，因子間の固有値が0．1以上となるように計算を繰り返した。この方針に基づき必要

に応じて質問項目を削除した。最終的に，13項目の因子分析を実施し，3因子のまとまりが妥当で

あると判断した（表3)。13項目の場合のα係数は0．83となり，23項目の場合よりも若干下がっ

たが，信頼性係数の判定基準は0．7以上であるため，十分に信頼性が認められる。

第1因子は「ものづくりと自然環境が関わり合っているとわかった｡｣，「利益を見込める製品が

求められているとわかった｡｣，「ものごとを複数の視点で考えるようになった｡｣，「木を伐採するこ

とのすべてが環境破壊ではないとわかった｡」などの固有値が高かった。これらは，製品を設計す

る際の視点を示しており，一方的な視点や知識で製品を設計するのではなく，複数の視点や知識で

考えなくてはならないという考え方への理解であると捉えることができる。このことから，第1因

子を「設計の際の多面的，総合的な考え方への理解」と解釈した。

第2因子は「購入する製品がどこの国で作られたものかを気にするようになった｡｣，「購入する

製品の材料を気にするようになった｡｣，「製品を見てどのような社会を目指しているのかを考えら

れるようになった｡｣，「ユニバーサルデザイン製品を探したくなった｡」などの固有値が高かった。

これらは，製品を購入する消費者の立場になったときに，選択する製品によってどのような影響が

あるのかを考えようとする意欲であると捉えることができる。このことから，第2因子を「消費と

人，社会，自然とのつながりへの関心」と解釈した。

第3因子は「リユース製品を選択したくなった｡｣，「リサイクル製品を選択したくなった｡」の固

有値が高かった。これらは，消費を通して天然資源の消費を抑えた社会，環境保全を目指した社会

に参加する態度であると捉えることができる。このことから，第3因子を「消費を通して資源・環

境保全へ参加する態度」と解釈した。

表3．因子分析の結果
■■■■■■■■■■■■■■■■

共通性
■■■■■■■■■■■■■■■■■

0.727

0.441

0.394

0.318

0.208

0.247
■■■■■■■■■■

504

460

340

270

279
■■■■■■■■■■■

1．009

0．662

5．859

58．5％

割賀を通して資源・環境保全

因子寄与（負荷量α

因子寄与塵
I■■■■■■■■■■■■■■■■

（2）因子とESDの視点に立った学習指導で重視する能力．態度の比較

研究成果とESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度との関連性を検証するために，

国立教育政策研究所が示す能力．態度の定義18)と3つの因子を比較した。

第1因子と能力・態度の定義を比較した結果，「多面的，総合的に考える力」と多くの共通点を
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変数 項目名 因子1 因子2 因子3

”
泌
栂
旧
１
２

設計の授業を受けることで，ものづくりと自然環境が関わり合っているとわかった。

設計の授業を受けることで，利益を見込める製品が求められていることがわかった。

設計の授業を受けることで，ものごとを複数の視点で考えるようになった。

設計の授業を受けることで，木を伐採することのすべてが環境破壊ではないとわかった。

設計の授業を受けることで，安全な製品が求められていることがわかった。

設計の授業を受けることで，環境保全を配慮した製品が求められていることがわかった。
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設計の授業を受けることで

設計の授業を受けることで

設計の授業を受けることで

設計の授業を受けることで

設計の授業を受けることで

購入する製品がどこの国で作られたものかを気にするようになった。

購入する製品の材料を気にするようになった。

製品を見てどのような社会を目指しているのかを考えられるようになった。

ユニバーサルデザイン製品を探したくなった。

リサイクル活動に参加したくなった。
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リユース製品を選択したくなった。

リサイクル製品を選択したくなった。
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0．051

1.004

0.812

2.442 1.640 1.777

34.5％ 14.0％ 10.0％



見ることができる。「多面的，総合的に考える力」は，「人・もの・こと・社会・自然などのつながり，

かかわり，ひろがり（システム）を理解し,それらを多面的,総合的に考える力」と定義されている。

第1因子の調査項目と比較すると，ものづくりを媒体として，自然環境，利益，安全性がつながり，

それら複数の視点を用いて考えるところに共通点を見ることができる。このことより，第1因子は

｢多面的，総合的に考える力」に相当するものであると考えられる。

第2因子と能力・態度の定義を比較した結果，「つながりを尊重する態度」と多くの共通点を見

ることができる。「つながりを尊重する態度」は，「人・もの・こと・社会・自然などと自分とのつ

ながり，かかわりに関心をもち，それらを尊重し大切にしようとする態度」と定義されている。第

2因子の調査項目と比較すると，消費という主体的な行動が，人や自然環境社会と関わりあって

いることを理解し，それに対して積極的に関わろうとするところに共通点を見ることができる。こ

のことより，第2因子は「つながりを尊重する態度」に相当するものであると考えられる。

第3因子と能力・態度の定義を比較した結果，「進んで参加する態度」と多くの共通点を見るこ

とができる。「進んで参加する態度」は，「集団や社会における自分の発言や行動に責任をもち，自

分の役割を踏まえた上で，ものごとに自主的･主体的に参加しようとする態度」と定義されている。

第3因子の調査項目と比較すると，リユース，リサイクルという生徒の関わることのできる消費を

通して，天然資源の消費を抑えた社会，環境保全を目指した社会に意欲的に参加しようとする態度

に共通点を見ることができる。このことより，第3因子は「進んで参加する態度」に相当するもの

であると考えられる｡」

以上のことより，「A材料と加工に関する技術」の設計の授業実践では，「多面的，総合的に考え

る力｣，「つながりを尊重する態度｣，「進んで参加する態度」の育成が示唆される。

（3）成果

因子分析より得られた，各因子の調査項目の得点を点数ごとに平均化し，各因子の得点の割合を

算出した（図l～3)。図lは，第1因子の得点の割合を算出したものを示している。これより，97％

の生徒が「設計の際の多面的，総合的な考え方への理解」（多面的，総合的に考える力）に関して肯

定的な意識を示していることが分かる。図2は,第2因子の得点の割合を算出したものを示している。

これより，79％の生徒が「消費と人，社会，自然とのつながりへの関心」（つながりを尊重する態度）

に関して肯定的な意識を示していることが分かる。図3は，第3因子の得点の割合を算出したもの

を示している。これより，76％の生徒が「消費を通して資源・環境保全へ参加する態度」（進んで参

加する態度）に関して肯定的な意識を示していることが分かる。

以上のことより，「A材料と加工に関する技術」の設計の授業実践を通して，思考力・判断力・表

現力を育成することで,ESDの視点に立った学習指導で重視する能力・態度である「多面的，総合

的に考える力｣，｢つながりを尊重する態度｣,｢進んで参加する態度｣が育成されていることがわかった。

設計の際の多面的･総合的な考え方への理解

■そう思う■やや思う■あまりそう思わない■そう思わない
0％

3％

図1.第1因子の得点の割合

消費と人､社会、自然とのつながりへの関心

■そう思う■やや思う■あまりそう思わない■そう思わない

4％

●
図2．第2因子の得点の割合
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消養を通して資源･環境保全へ参加する態度

■そう思う■やや思う■あまりそう思わない■そう思わない
2％

図3．第3因子の得点の割合



（4）課題

本年度の本校の研究のサブテーマは「教科間のつながりを目指したカリキュラム開発を通して」

であり，技術分野では，理科や社会科，英語科などとつながり授業実践を行ってきた。カリキュラ

ムに関しても，教科間で学習内容の共有を行い，学習内容のつながりの強いと思われるところでは，

プレゼンテーション資料の一部を共有するなどし，技術分野以外で学習した知識が技術分野の内容

で活用できるようなカリキュラム編成を行った。その結果,「理科の知識を活用することができた｡」

というアンケートに関して83％の生徒が肯定的な意識を示し（図4)，「様々な教科がつながってい

るとわかった｡」というアンケートに関しては88％の生徒が肯定的な意識を示した（図5)。因子項

目を見ても，「木を伐採することのすべてが環境破壊ではないとわかった｣，「購入する製品の材料

を気にするようになった｣，「リユース製品を選択したくなった」などは，理科や社会科，英語科な

どでも扱う内容であり，それらが含まれた因子に対する生徒の意識は高い値を示した。

しかし，各因子の因子項目を見る限りでは，教科間のつながりを強めることが,FSDの視点に

立った学習指導で重視する能力・態度の育成を促したことを読み取ることはできなかった。そのた

め，今後は調査票の改善と教科間の知識の共有方法･活用方法などを再検討する必要がある。また，

因子項目より，生徒は消費活動を通して社会へ参加しており，自然環境を保全したいなどの意思表

明を行うことを読み取ることができる。そのため，今後家庭分野との連携は重要なものになると考

えられる。

理科の知識を活用することができた

■そう思う■ややそう思う■あまりそう思わない■そう思わない
3％

様々な教科がつながっていると分かった

ﾛそう思う屋ややそう思う■あまりそう思わない■そう思わない
1％

図4．理科とのつながり関する調査結果図5．様々な教科のつながり関する調査結果
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ESD実践事例【環境】2-2:地球温暖化 1年技術・家庭科技術分野7月16日実施

1題材名社会から求められる本立てをつくろう（木材と環境との関係とは？）

2ねらい

木材を選択する際の考え方として ， 木を伐採することの全てが自然環境の破壊につなが

ると考えるのではなく，どのような木を伐採した木材なのか，どこで伐採された木材な

のかを総合的に考えることが大切であることを知る。

3学習活動

（1）前時の活動を復習する。

･循環型社会の構築を目指し,3Rなど自然環境の保全を考慮したものづくりが行われている

ことを確認する。

･環境に良い製品とは，資源の採取から輸送，製造，廃棄にいたるまでを総合的に評価する

こと(LCA:LifeCycleAssessment)が重要であることを確認する。

見た目は同じ製品でも，環境評価は異なることがあることを確認する。

（2）日本の森林の現状を知る。

日本は国土の約70％が森なのにも関わらず，木材自給率は30％であることを知る 0

･歴史的背景として，戦後復興のために沢山の木を伐採し，植樹を行ったが，その後，木材

の輸入が自由化されたことにより，自給率が低下し，その結果現在の日本は多くの建築用

の樹木がそのまま放置され，過密な状態にあることを知る。

人工林が過密な状態になっていることにより'CO2の吸収量が低下している，土砂の流失

などが生じるため，間伐が必要になっていることを知る。

（3）木材活用に関する影響を知る。

間伐の活用が森を成長させ，その結果CO2吸収量の低下を防ぐことができることを知る

･輸入材と国産材を比較した結果，輸入材の方が安価であるが，国産材は輸送距離が短いた

め フ 輸送時に発生するCO2の排出量を抑えることができる。

木材は再生可能な資源であるため，有効に利用することが大切。

（4）木材と環境との関係とは？

木の伐採=環境破壊ではなく，「どこの，どのような木を用いるか」を調べ，材料を選択

しなくてはいけないことを確認する。
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ESD実践事例【環境】4-2:材料の選択 1年技術・家庭科技術分野11月21日実施

1題材名社会から求められる本立てをつくろう（プレゼンテーションのための原稿を考えよう）

2ねらい

生徒は前時までに，省資源や使用者の安全などを考慮して，設計を行い，図面に表して

いる。本時は，自分の設計した製品をプレゼンテーションするためにこれまでの学習を

振り返り ， 様々な工夫を原稿にまとめ，表現させることをねらいとしている。

3学習活動

（1）前時までの活動を復習する。

社会から求められる本立てとは，どのようなものかを確認する。

環境，社会 ， 経済の3つの視点から製品の設計を行ってきたことを確認する。

（2）本時の活動を確認する。

3つの視点は，全てを満足させることは困難であるため，

自分の製品を3つの視点（プラス面，マイナス面）で評価

させ

える

，

○

その後，整理した表を参考に原稿を書くことを伝

（3）設計した製品を評価する。

1 1 1 1

I■■■■ ー

一一 ー

図1生徒が考えた図面

どのような考えで，現在の製品の機能・構造になったのかを，3つに視点で比較考量しな

がら

がら

, 製品を評価していく。途中 , 数名の生徒を当て，実物投影機を用いて図面を映しな

， どのような視点で製品を評価したのかを発表させる。

（4）原稿を書く。

･設計した製品の評価を参考にプレゼンテーション原稿を書かせる。相手に自分の考えや工

夫が伝わるような原稿にすることを伝える。

4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅱ相互性…製品と社会，環境 ， 経済などはかかわり合っている。

Ⅳ公平性…全てのひとが使いやすい機能と構造を考える。

（2）能力・態度

⑥つながりを尊重する態度

【教科の目標（評価規準）】

｢社会から求められる本立て」を複数の視点で評価し，設計をしている。

（3）教材の「つながり」

① ESD関連分野環境

②教科理科

③題材「いろいろな物質とその性質」（理科1年）
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ESD実践事例【エネルギー】8-2:エネルギーの利用2年技術・家庭科技術分野10月5日実施
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1 題材名エネルギー変換のガイダンス

3 学習活動

（1）エネルギーに関する知識を共有する。

自分の知っている「エネルギー」を発表する。※1

｢エネルギー」とは

｢手こぎ舟」 ，

，

｢帆船」

｢仕事ができる能力の総称，資源」であることを確認する。

， ｢ディーゼル船」の進むエネルギーを確認し，「ディーゼル船」

は風が無くても，荷物や人を遠くまで運ぶことができ，これは使用するエネルギーが大

きく関わっていることを確認する。

（2）エネルギー変換とは何かを知る。

上記※lで発表したエネルギーを「自然界から得られるエネルギー」と「人間が利用しや

すいように変換したエネルギー」に分ける。

｢自然界から得られるエネルギー」を一次エネルギー，「人間が利用しやすいように変換

したエネルギー」を二次エネルギーということを知る。

･エネルギー変換とは，エネルギーの種類を変えることであり，現在我々が日常的に利用し

ているエネルギーのほとんどが，利用しやすいように変換されたエネルギー（二次エネル

ギー）であることに気が付く。

･身の回りには，運動エネルギーを電気エネルギーに変換する「発電機」や，熱エネルギー

を運動エネルギーに変換する「エンジン」など，様々なエネルギー変換機器が存在するこ

とに気が付く。

エネルギー変換技術の向上が，生活を豊かにし，社会を発展させたことを知る。

4ESDとの関連

（1）構成概念

I多様性…エネルギーには多種多様なものが存在する。

（2）能力・態度

⑦進んで参加する態度

【教科の目標（評価規準）】

日常生活とエネルギー変換技術を身近に感じ，エネルギー変換に関する知識を活用しようとし

ている。

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野エネルギー

②教科社会

③題材「世界の資源と日本」（社会2年）


